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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】人工大理石天板の木口に化粧を施して当該木口
を人工大理石天板の表面部分と一体感のある木口とした
安価で高級感のある人工大理石天板を提供する。
【解決手段】人工大理石製の表面化粧板１の裏面側に補
強兼取付け用の木質系の裏貼り材を接着剤により貼り付
けて成る人工大理石天板に於いて、前記人工大理石天板
の木口に表面化粧板１と同じ材料及び製法により製作さ
れて表面化粧板１よりも薄肉の人工大理石製の木口用化
粧板３を接着剤により貼り付け、当該木口用化粧板３の
稜部分を表面化粧板１と木口用化粧板３の接着面の位置
まで面取り加工Ｃする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工大理石製の表面化粧板（１）の裏面側に補強兼取付け用の木質系の裏貼り材（２）
を接着剤により貼り付けて成る人工大理石天板に於いて、前記人工大理石天板の木口に表
面化粧板（１）と同じ材料及び製法により製作されて表面化粧板（１）よりも薄肉の人工
大理石製の木口用化粧板（３）を接着剤により貼り付け、当該木口用化粧板（３）の稜部
分を表面化粧板（１）と木口用化粧板（３）の接着面の位置まで面取り加工（Ｃ）したこ
とを特徴とする人工大理石天板。
【請求項２】
　人工大理石製の木口用化粧板（３）を２ｍｍ～３ｍｍの厚みに形成したことを特徴とす
る請求項１に記載の人工大理石天板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、システムキッチンや洗面化粧台、店舗や事務所のカウンター、家具等に於い
て使用される人工大理石天板の改良に係り、特に、薄肉に形成した人工大理石製の表面化
粧板の裏面側に補強兼取付け用の木質系の裏貼り材を貼り付けて成る人工大理石天板の木
口に化粧を施して当該木口を人工大理石天板の表面部分と一体感のある木口とすることが
できるようにした人工大理石天板に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従前からシステムキッチンや洗面化粧台、店舗や事務所のカウンター、家具等の天板に
は、合成樹脂製の天板やステンレス鋼製の天板が広く利用されている。その中でも、人工
大理石製の天板は、天然石に良く似た風合いを持ちながら、天然石にはない均質性と高い
強度をもっており、システムキッチン等に広く用いられている。
【０００３】
　一般に、天板に用いる人工大理石には、ポリエステル系人工大理石及びアクリル系人工
大理石等があり、不飽和ポリエステル樹脂やＭＭＡ樹脂（メチルメタクリレートを主成分
とするアクリル樹脂）をベースにした注型品、同じく不飽和ポリエステル樹脂やＭＭＡ樹
脂をベースにしたＢＭＣ（Ｂｕｌｋ　Ｍｏｌｄｉｎｇ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄ：樹脂・硬化剤
・充填材等を混練した材料）の加圧成形品等が広く利用されている。
　特に、ＢＭＣ製の人工大理石天板は、平板状の天板本体の前縁及び後縁に前エプロン及
びバックガードを夫々一体成形すると共に、天板本体と前エプロンの境界部分及び天板本
体とバックガードの境界部分にアールを付けることにより継ぎ目のない衛生的な天板とす
ることができ、又、その材料にガラス繊維を入れることができるので注型品に比較して強
度を大幅に高めることができる。
【０００４】
　更に、人工大理石天板は、その質感を出すために若干透明性を持たせているが、その透
明度が僅かであるため、その厚みを薄くしてもその表面の風合いが損なわれるようなこと
はない。そのため、人工大理石天板は、コストダウン及び取り扱いの容易さ（軽量化）を
目的として素材の物性及び成形方法の改良を進め、その薄肉化が図られている。現在では
、厚みを６ｍｍまで薄くした人工大理石天板が市場に受け入れられている。
【０００５】
　厚みを薄肉化した人工大理石天板の場合には、図７に示す如く、キャビネットや機器類
等への取付けや固定の容易化を図るためと若干の補強を兼ねて人工大理石製の表面化粧板
１０の裏面側に合板やパーティクルボード、ファイバーボート等の木質系ボードから成る
平板状の裏貼り材２０や桟木状の裏貼り材２０を接着剤により貼り付けることが行われて
いる（例えば、特許文献１参照）。この場合、人工大理石天板の木口部に平板状の裏貼り
材や桟木状の裏貼り材が露出して外観を著しく損なうため、木口に化粧板等を貼り付けて
化粧を施す必要が生じる。
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【０００６】
　従来、裏貼り材を貼り付けた薄肉の人工大理石天板の木口に化粧を施す方法としては、
（１）人工大理石天板の木口に共材を貼り付ける方法、（２）人工大理石天板の木口にＤ
ＡＰシート（化粧紙にＤＡＰ樹脂を含浸加工したシート）等の樹脂製シートを貼り付ける
方法、（３）人工大理石天板の木口形状に合わせて熱可塑性樹脂の射出成形品を貼り付け
る方法等がある。
【０００７】
　しかし、木口に共材を貼り付けた人工大理石天板は、共材の厚みが６ｍｍ以上あり、共
材を人工大理石天板の木口の形状と合致するように加工するのに時間とコストが掛かると
云う問題があった。
　又、木口に樹脂製シートを貼り付けた人工大理石天板は、樹脂製シートが家具等の木口
処理に多用されているために技術的及びコスト的に問題はないが、側面エプロンの風合い
が天板表面の風合いと異なることになり、一体感に欠けて高級感が損なわれると云う問題
があった。
　更に、木口に熱可塑性樹脂の射出成形品を貼り付けた人工大理石天板は、樹脂製シート
と同様に側面エプロンと天板表面との材質感や色調等が異なることになり、一体感に欠け
て高級感が損なわれると云う問題があった。
　そのうえ、何れの人工大理石天板も、その木口部分に於いて継ぎ目が良く判り、極めて
意匠性に劣るものであった。
【特許文献１】実開平２－９２７３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、このような問題点に鑑みて為されたものであり、その目的は、人工大理石天
板の木口に化粧を施して当該木口を人工大理石天板の表面部分と一体感のある木口とした
安価で高級感のある人工大理石天板を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の請求項１の発明は、人工大理石製の表面化粧板の
裏面側に補強兼取付け用の木質系の裏貼り材を接着剤により貼り付けて成る人工大理石天
板に於いて、前記人工大理石天板の木口に表面化粧板と同じ材料及び製法により製作され
て表面化粧板よりも薄肉の人工大理石製の木口用化粧板を接着剤により貼り付け、当該木
口用化粧板の稜部分を表面化粧板と木口用化粧板の接着面の位置まで面取り加工したこと
に特徴がある。
【００１０】
　又、本発明の請求項２の発明は、請求項１の発明に於いて、人工大理石製の木口用化粧
板を２ｍｍ～３ｍｍの厚みに形成したことに特徴がある。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の人工大理石天板は、その木口に人工大理石製の表面化粧板と同じ材料及び製法
により製作した表面化粧板よりも薄肉の人工大理石製の木口用化粧板を接着剤により貼り
付け、当該木口用化粧板の稜部分を表面化粧板と木口用化粧板の接着面の位置まで面取り
加工し、木口用化粧板の鋭角状に形成された先端を表面化粧板と木口用化粧板の接着面に
合致させているため、表面化粧板と木口用化粧板との継ぎ目（接着面）が極めて判り難く
なり、人工大理石天板の表面部分と木口部分とが同じ風合いになる。即ち、本発明の人工
大理石天板は、一体感のある一枚物の人工大理石天板と同等の表面及び木口部の意匠性を
有することになり、高級感のある人工大理石天板とすることができる。
　又、本発明の人工大理石天板は、その木口に表面化粧板よりも薄肉の人工大理石製の木
口用化粧板を貼り付けてその稜部分に面取り加工を施すだけで高級感のある人工大理石天
板とすることができるため、極めて安価に製作することができる。
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　更に、本発明の人工大理石天板は、人工大理石製の木口用化粧板を２ｍｍ～３ｍｍの厚
みに形成しているため、特殊な工具やＮＣ盤のような設備を必要とすることなく、トリマ
ー等の通常の電動工具でトリミング加工を行えることになる。即ち、本発明の人工大理石
天板は、トリマー等の通常の電動工具でトリミング加工を行えるため、木口用化粧板が人
工大理石天板の端部よりも若干大きめであっても支障がなく、又、木口用化粧板を精密に
形状合わせする必要もなく、更に、木口用化粧板の接着位置が多少ずれていても構わず、
加工を簡単且つ容易に行えることになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１乃至図６は本発明の実施の形態に係る人工大理石天板を示し、当該人工大理石天板
は、人工大理石製の表面化粧板１の裏面側に補強兼取付け用の木質系の裏貼り材２を接着
剤により裏貼りすると共に、その木口に表面化粧板１と同じ材料及び製法により製作され
た人工大理石製の薄肉の木口用化粧板３を接着剤により貼り付け、当該木口用化粧板３の
稜部分を表面化粧板１と木口用化粧板３の接着面の位置まで面取り加工Ｃし、木口用化粧
板３の鋭角状に形成された先端を表面化粧板１と木口用化粧板３の接着面に合致させたも
のであり、システムキッチンや洗面化粧台、店舗や事務所のカウンター、家具等の天板に
夫々使用されるものである。
【００１３】
　即ち、前記表面化粧板１は、不飽和ポリエステル樹脂やＭＭＡ樹脂（メチルメタクリレ
ート樹脂）をベースにしたＢＭＣ（Ｂｕｌｋ　Ｍｏｌｄｉｎｇ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄ：樹脂
・硬化剤・充填材等を混練した材料）の加圧成形品である所謂ＢＭＣ系人工大理石により
形成されており、図１及び図２に示す如く、平板状の天板本体１ａの前縁及び後縁に前エ
プロン１ｂ及びバックガード１ｃが夫々一体的に形成されていると共に、天板本体１ａと
前エプロン１ｂの境界部分及び天板本体１ａとバックガード１ｃの境界部分が夫々アール
に形成されている。そのため、この人工大理石製の表面化粧板１は、前エプロン１ｂ及び
バックガード１ｃに継ぎ目がなく、衛生的で美しい仕上がりを有する清掃性にも優れた表
面化粧板１となっている。
　又、表面化粧板１は、その厚みが６ｍｍ～９ｍｍに形成されており、人工大理石天板の
コストダウンと軽量化を図っている。
【００１４】
　前記木質系の裏貼り材２は、厚みを薄肉化した表面化粧板１の補強兼取付け用として用
いられるものであり、合板やパーティクルボード、ファイバーボード等の木質系ボードか
ら形成されている。この裏貼り材２には、図２に示す如く、例えば合板により形成された
平板状の裏貼り材２と、同じく合板により形成された桟木状の裏貼り材２とが使用されて
いる。
　又、平板状の裏貼り材２及び桟木状の裏貼り材２は、表面化粧板１の裏面に接着剤によ
り貼り付けられており、表面化粧板１を補強すると共に、キャビネット等への取付け固定
を容易に行えるようにしている。
【００１５】
　前記木口用化粧板３は、表面化粧板１と同じ材料及び製法により製作されたＢＭＣ系人
工大理石により形成されており、図１に示す如く、表面化粧板１及び裏貼り材２の木口に
シアノアクリレート系接着剤やエポキシ系接着剤等の接着剤により貼り付けられ、平板状
の裏貼り材２や桟木状の裏貼り材２が露出して外観を著しく損なうのを防止するようにし
ている。この木口用化粧板３は、図３に示すように表面化粧板１及び裏貼り材２の切断端
面の形状に合わせて形成しても良く、或いはＢＭＣ系人工大理石から成る平板を成形して
この平板から表面化粧板１及び裏貼り材２の切断端面の形状に合うように木口用化粧板３
を切出すようにしても良い。
　又、木口用化粧板３は、その厚みが２ｍｍ～３ｍｍに形成されており、特殊な工具やＮ
Ｃ盤のような設備を必要とすることなく、トリマー等の通常の電動工具でトリミング加工
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を行えるようになっている。
【００１６】
　次に、上述した人工大理石天板を組み立てる場合について説明する。
　先ず、前エプロン１ｂ及びバックガード１ｃを一体的に形成した厚みが６ｍｍ～９ｍｍ
のＢＭＣ系人工大理石から成る表面化粧板１の裏面に木質系の平板状の裏貼り材２及び桟
木状の裏貼り材２をシアノアクリレート系接着剤やエポキシ系接着剤等の接着剤により貼
り付けた後、切断機を用いて所定の寸法に切断する。このとき、切断端面（木口）部分に
於いては、図２に示すように裏貼り材２が露出した状態となっている。
【００１７】
　次に、表面化粧板１と同じ材料及び製法に製作した厚みが２ｍｍ～３ｍｍのＢＭＣ系人
工大理石から成る木口用化粧板３を表面化粧板１及び裏貼り材２の切断端面にシアノアク
リレート系接着剤やエポキシ系接着剤等の接着剤により貼り付ける（図４及び図５参照）
。このとき、表面化粧板１及び裏貼り材２の切断端面又は木口用化粧板３の裏面の何れか
一方、或いは両者に接着剤を塗布して両者の接着を行う。
【００１８】
　その後、電動トリマー等の電動工具を用いて木口用化粧板３の形状が表面化粧板１及び
裏貼り材２の切断端面の形状と合致するようにトリミング加工を行うと共に、木口用化粧
板３の目視できる稜部分（木口用化粧板３の上縁側及び前縁側の稜部分）に面取り加工Ｃ
（Ｃ形面取り加工）を施す。
　即ち、木口用化粧板３は、図６に示すように木口用化粧板３の表面化粧板１の端面に対
向する稜部分を表面化粧板１と木口用化粧板３の接着面の位置まで面取り加工Ｃ（Ｃ形面
取り加工）し、木口用化粧板３の鋭角状に形成された先端を表面化粧板１と木口用化粧板
３の接着面に合致させている。これにより、表面化粧板１と木口用化粧板３の接着面は殆
ど目視できなくなり、人工大理石天板の表面と木口とが同じ風合いとなる。その結果、組
み立てられた人工大理石天板は、一体感のある一枚物の人工大理石天板と同等の表面、木
口部の意匠性を有することになり、高級感のある人工大理石天板となる。
　又、この人工大理石天板は、その木口に表面化粧板１よりも薄肉の人工大理石製の木口
用化粧板３を貼り付けてその稜部分に面取り加工Ｃを施すだけで高級感のある人工大理石
天板とすることができるため、極めて安価に製作することができる。
　更に、この人工大理石天板は、電動トリマー等の通常の電動工具で木口用化粧板３のト
リミング加工を行えるため、木口用化粧板３が人工大理石天板の端部よりも若干大きめで
あっても支障がなく、又、木口用化粧板３を精密に形状合わせする必要もなく、更に、木
口用化粧板３の接着位置が多少ずれていても構わず、加工を簡単且つ容易に行えることに
なる。
【００１９】
　このようにして組み立てられた人工大理石天板は、固定金具や固定ビス等によりシステ
ムキッチンのキャビネット等に取付け固定される。
【００２０】
　尚、上記の実施の形態に於いては、表面化粧板１及び木口用化粧板３に加圧成形により
形成したＢＭＣ系人工大理石を使用するようにしたが、他の実施の形態に於いては、表面
化粧板１及び木口用化粧板３に注型法や真空成形等の他の成形方法により形成したポリエ
ステル系人工大理石やアクリル系人工大理石を使用するようにしても良い。
【００２１】
　又、上記の実施の形態では、表面化粧板１の裏面に平板状及び桟木状の裏貼り材２を接
着剤により貼り付けるようにしたが、他の実施の形態では、表面化粧板１の裏面に平板状
の裏貼り材２又は桟木状の裏貼り材２の何れか一方、或いは両方の裏貼り材２を接着剤に
より部分的に貼り付けるようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施の形態に係る人工大理石天板の部分斜視図である。
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【図２】表面化粧板の裏面側に裏貼り材を貼り付けた人工大理石天板の木口部分の斜視図
である。
【図３】木口用化粧板の斜視図である。
【図４】表面化粧板の裏面側に裏貼り材を貼り付けた人工大理石天板の木口に木口用化粧
板を貼り付けた状態の人工大理石天板の斜視図である。
【図５】図４のＩ－Ｉ線断面図である。
【図６】人工大理石天板の木口に貼り付けた木口用化粧板に面取り加工を施した状態の人
工大理石天板の部分断面図である。
【図７】従来の人工大理石天板の部分斜視図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１は表面化粧板、２は木質系の裏貼り材、３は木口用化粧板、Ｃは面取り加工。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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